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ABSTRACT: Thepurposeofthisstudyistoinvestlgateandmeasurethe

differencesinfactorsaffectingmetabolism betweentwogroups(high andlow

metabolism)whounderwenthairwashinginahalf-recliningposition･

Theresultswereasfollows:Forpeoplewithalargebodysurfacearea

metabolism washigh･Thesameappliedtothosewithahighbodytempera-

ture.Thosewithahigh bodytemperaturefeltcolderthanthosewithalower

temperature,thoughthetemperatureofboththehotwater(40-4loC)andthe

room (23-24oC)remainedconstant.Themetabolism ofthosewhofeltlistless

beforetheexperimentwascheckedandfoundtobehigh. Attentionmust

thereforebegiventObodytemperatureandlistlessnessofpatientsinwinter･

は じ め に

保健婦助産婦看護婦法において,看護婦は療

養上の世話又は診療の補助をなす人と定義され

ているが,この身の回りの世話に関する活動は

看護に固有なものである｡看護の対象者の必要

に応じて,適切な生活援助技術が提供されなけ

ればならない｡とくに,臨床においては,患者

の健康状態によって身体的側面への援助がウエ

イトを占めることも多く,慎重に安全 ･安楽を
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Technology,KyotoUniverslty
1983年10月4日受付,同年11月2日受理

追求 した看護技術が必要となってくる｡

本来,安楽という言葉は,抽象的な概念であ

ると思われるが,われわれは生体のエネルギー

の消耗度や,生理的な諸現象の変化を調べるこ

とによって,帰納的にその安楽さを追求する立

場をとっている｡

そこで,第 1報1'のとおり,安定 した洗髪体

位を設定する上で,美容室用洗髪椅子を用いた

洗髪を実施すれば,看護用洗髪椅子の場合より

も,エネルギー消耗度は少なくなり,安楽な洗髪

が可能であるという想定のもとに実験を行った｡

その結果,洗髪行動を全体として比較するかぎ

り,両者間に著明な差を認めることができなか
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ったが,経時的には椅子の違いによる差が,極

くわずかに認められた｡生理学的な見地から,

基本的に至適な体位の設定いかんは2), 言うま

でもなくェネルギーの消耗に及ぼす影響は大き

いと考えられる.だが,椅子の違いという微細

な差は,その安楽さに向けての1つの因子にす

ぎず,他にさまざまな因子が関与している｡

美容重用洗髪椅子および看護用洗髪椅子をひ

っくるめての洗髪代謝量とその標準偏差は,体

表面積1m2当り162±11ml/minであり,その

変異係数 (CoefficientofvariationxlOO)は 7.0

であった｡このバラツ車はどのような要因によ

るものであるかを知ることにより,安楽な洗髪

に向けて,何に着目し,何を改善すればよいか

の示唆を得ることができる｡

本報では,第 1報で得られたデータから,被

験者を洗髪高代謝群と洗髪低代謝群とに分け,

それぞれの個体差 ･生活状況 ･体温 ･環境条件

･椅子の種類および主観的な安楽感 (技労感や

苦痛感を含む)などの範囲内で,代謝を高めて

いる因子を見出すことを目的として,本研究に

取組んだ｡

対 象 と 方 法

1. 被 験 者

前述のとおり,本解析に用いるデータは第 1

報で得たものであり,すなわち,被験者は20-

被験者

23歳の健康な女子11名であるが,各々の被験者

は看護用洗髪椅子による実験と美容室用洗髪椅

子の実験と2回行っている｡それぞれ一定の手

続き3'で解析対象者を選出したうえで,両実験

をひとまとめにして,その中から洗髪高代謝群

(183-161ml/min/m2,以下,高代謝群と略す)

11例 および洗髪低代謝群 (158-140ml/min/

m2,以下,低代謝群と略す)10例にわけた｡

両群の被験者プロフィールは表1のとおりで

あるが,体熱の産生と放熱の関係で,体表面積の

大なるほど代謝量が高いことは4); 周知の事実

である｡ゆえに,洗髪代謝量は,体表面積 1m2

当りを基準にして2分法を用いている｡各プロ

フィールの平均値とその標準偏差は,高代謝群

の身長 156.1士3.8cm,体重 53.4士4.8kg,体

表面積1.48±0.06m2であり,低代謝群の身長

は154.4±3.4cm,体重 49.9±2.8kg体表面積

1.41±0.04m2である｡前述のとおり,1m2当

りを基準に2分しているにもかかわらず,体表

面積は有意に高代謝群の方が大きい｡

2. 実 験 条 件

環境は第 1報と全 く同じ条件であるが,昭和

57年 1- 2月の外気温 (9時の気象台発表)は

0.7-8.8oC という状況であり, 当日の実験室

内温度を 23-24℃ に,湿度を55-60%に保ち,

気圧は自然のままで757-765mmHgであった｡

室内気流も極力不感気流程度にとどめた｡

表1 被 験 者 プ ロ フ ィー ル

洗 髪 高 代 謝 群

洗髪代謝
ml/min/m 2

K.A. 183

M.Ⅰ. 182

K.Ⅰ. 175

K.0. 172

M.Ⅰ. 171

K.Ⅰ. 170

K.A. 167

N.A. 166

Ⅰ.S. 161

S.H. 161

Ⅰ.N. 161

年齢 身長 体重 体表面積
Y cm kg
20 153.9 60.0

23 161.3 56.3

21 153.0 51.6

21 151.7 55.8

23 161.3 56.6

21 153.0 52.0

20 153.9 60.5

21 155.5 50.4

21 162.3 51.4

21 154.7 46.7

22 156.5 46.4

洗 髪 低 代 謝 群

洗髪代謝
ml/min/m2

Ⅰ.S. 158

S.H. 158

I.N. 157

K.0. 156

N.A. 156

U.E. 155

U.E. 152

Y.H. 149

Y.H. 144

Y.0. 140
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年齢 身長 体重 体表面積
Y cm kg m2

21 162.351.5

21 154.744.7

22 156.545.7

21 151.753.2

21 155.549.9

23 150.6 47.4

23 150.648.0

22 153.748.6

22 153.748.5

21 154.9 52.0
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被験者条件として,前日の睡眠時間は7-8

時間程度とし,実験開始の2時間前にパンと牛

乳程度のものを摂取するよう統一した｡起床後

は可能なかぎり,最低の筋肉活動ですませるよ

う規制したが,登校に伴う方法や時間に関する

統一は図れていない｡ しかし,登校後には30分

以上の休憩をとらせて,おおまかな回復を図っ

ている｡

なお,実験中は長袖のパジャマとソックスを

着用させ,椅坐安静時は小版の毛布で全身の被

覆をし,臥床安静時は全身を厚手のタオルケッ

トで,洗髪時は下肢に膝かけを用いた｡毛髪の

長さはセミロングまでとした｡

3. 実 験 手 順

登校後,実験室と同じ環境条件の前室におい

て更衣などをすませて,畳上で安楽な体位での

休憩を約30分間とらせた｡実験室に移動後の代

謝測定手順としては,椅坐位で安静を保ち,呼

気量 ･呼吸数および呼気中 0 2% と CO2% な

どの安定を確めてから,約10分間の椅坐安静代

謝の測定に入った｡後に,ベッド-3歩で移動

して,臥床安静代謝を同じく安定した状態で約

10分間測定した｡次いで,7.4分間の一定の洗

髪手順3'に伴う活動代謝 (洗髪時+回復時の代

謝)の測定に入った｡なお,回復代謝は臥床姿

勢で測定しているが,引き続いて臥床安静代謝

と同じ要領で,回復後の代謝をも記録している｡

4. 測定方法ならびに分析項目

エネルギー代謝 ･心拍数および深部温や末栴

皮膚温の測定に用いた計測器は第 1報と同じで

ある｡全実験終了後に,FaceSheetと併せて生

活状況の記載を求め,さらに精神的 ･身体的な

安楽感 (疲労感など)5)を知るための質問紙に,

3段階評定法で回答を求めた｡

分析に用いた項目は,被験者の身体的属性と

して,年齢 ･身長 ･体重 ･体表面積および理論

値基礎代謝量などをあげ,生活状況としては,

前日の睡眠時間 ･食事との関係および直前の活

動状況などとした｡さらに,生体側のもつ条件

として,中枢温 ･末梢皮膚温およびその温度差

などをあげ,微細とはいえ堤境条件として,屋

外の温湿度および屋内の温湿度などもあげた｡

最後に,洗髪椅子のちがいを第1報とは別の角

度で分析するために,1つの項目として加えた｡

そして,安楽感あるいは疲労感をみようとした

質問紙の回答との相関も,併せて分析 した｡

結 果 と 考 察

1. 洗髪高代謝群と低代謝群の特性

洗髪代謝を高めている要因を検討する前に,

それぞれ両群の特性を基礎データで示すと,義

2のどとくである｡最も基本的な,高代謝群と

低代謝群の02消費量とその標準偏差 (ml/min)

をみると,それぞれ251±20と215±10であり,

その差はt検定でp<0.001である｡

このような違いを有する両群において,臥床

時の安静代謝量 (ml/min)をみると,高代謝群

207と低代謝群184であり,同じく椅坐安静時は

212と197と,いずれとも高代謝群の方が有意に

多い｡すなわち,洗髪時のみ代謝が高まるとい

う特性があるのではなく,個体 (生体側)の持

つ因子,或は代謝全般に作用する何らかの因子

が存在することがうかがえる｡

しかし,労作強度 の指標 とな る,Relative

MetabolicRate(以下,R.M.R.と略す)4)や代

謝係数 (安静を1とする)6)をみると,両群とも

に安静代謝量に平行して,洗髪代謝量が増加す

るのではなく,高代謝群の方がより洗髪による

表2 高代謝群と低代謝群の基礎データ

状 態

洗 髪 代 謝
S.D.
(ml/min)

臥床安静代謝
S.D.
(ml/min)

椅坐安静代謝
S.D.
(ml/min)

R. M. R.
S.D.

高代謝群 低代謝群 平均値の差
N-11 N-10 の有意水準

251
±20

207
±17

212
±19

0.40
±0.09

洗 髪/臥 床 1.21

洗 髪/椅 坐 1.18
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215
±10 p<0･001

184
±7 p<0･001

197
+10 p<0･05
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図1 0 2消費指数の経時的変化労作強度

を高めていることを示 している｡すなわち,高

代謝群はもともと生体側のもつ条件が安静代謝に

影響を及ぼし,さらに,それらの条件が洗髪に

よって,別の因子と相乗的に作用し,洗髪代謝

をより一層高めていると考えられる｡図1は洗

髪時の両代謝群別に,臥床安静代謝量を100

として,経時的に 02消費量を指数で表わした

ものである｡両群間の量的な差は言うまでもな

く著明であることから,この図は洗髪による質的な

特性を表出させることに目的がある｡これをみると

,高代謝群は洗髪中の5･6分目と回復過

程に入った9･10分目とに,代謝を高めて

いる因子があると考えられる｡この5･6分目

とは,シャンプー剤の泡をとり,すすぎ洗いをしてもら

い,さらに洗髪椅子をおこして整髪を受けるま

での問である｡9･10分目は,回復過程

であるものの,当洗髪行動には,頭皮･毛髪を乾かす援助を組込ん

でいない状況であり,バスタオルで頭部を包み

,回復過程を経ている｡群 別 一方,回

復過程の状況を臥床安静代謝と対応させて, t

検定でみたものが表3である｡これをみても,低

代謝群の回復時点はおよそ13分目であり,高

代謝群は15分目であって,低代謝群に比べて

高代謝群は2分間も回復過程を長びかせている｡回復

過程の延長は労作強度を示す指標の1つである

といわれており4),0 2消費指数の経時的

特性と併せて,高代謝群は洗髪により労作強度

が高まっていることを裏づけている｡要する

に,洗髪時高代謝群は何らかの個人的要素と,

室内を暖房しているとはいえ,冬期という環境下であることと,さら

に頭皮 ･毛髪の濡れている状態との関係が推測

される｡2. 代謝群別にみた条件差表4は

洗髪の高代謝群および低代謝群別に,各項目条件の平均値あるいは出

現数を示 し,その差の有意水準をt検定あるい

は x2検定で検討 したものである｡被験者の属

性として,年齢 ･身長 ･体重 ･体表面積および理

論値基礎代謝 (以下,ち.M.と略す)などを

あげたが,両群間の比較において,年齢と身長は有意

の差を認めなかった｡しかし,体重は高代謝群 53.

4kg に対 して,低代謝群49･9kgと,その差

約 3･5kgを認め,有意水準は p<0.1

0で,高代謝群の方に体重の重い者が多い傾

向にあるといえる｡第 1報で述べているように,

頭部後傾半坐位時には,被験者の坐高に合わせて

坐り方を変えているが1), 身長の高い者程腰

部の空間が大きく,不安定さ7'につながるも

のと想像していたが,生理的結果に表出されてい

ない｡それよりも,半坐位洗髪行動は3), 自ら,起きる･歩く･坐る･立つ ･寝る

表3 安 静 値 へ の 回 復 状 況 (02消費指数値を用いたもの)8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 1811111165*** 42*** 22***

8** 3≠ 3≠ 5‡ -2 1 0 -3≠低 代謝群 65*** 31*** 13* 15** 7≠ 5 -1

0 -1 -1 -4≠N-10数値は安静代謝を100とした場合の差***:p<0･001, **:p<0･01, *:p<0･05, ‡:p<0･10, ≠:p<0･2
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表4 代謝群別,属性および条件の比較

t検定或は

因 子 rigih=igif+1笥h=nio'叶xi2堕轡 〔蓋高代謝群 低代謝群
二l~⊥Uる有意水準
21.7 N.S.

154.4 N.S.

49.9 p<0.10

1.41 p<0.05

164 p<0.05

6.6 p<0.20
1.8 N.S.

40 p<0.20

36.4 p<0.10

31.0 p<0.20

5.4 p<0.30

年 齢 Y 21.3

身 長 cm 151.1

体 重 kg 53.4

体表面積 m2 1.48
B. M.ml 172

睡眠時間 h 7.3

食事時間 h 1.9

登校時間 min 61

中枢 温 oC 36.7

末 櫓 温 oC 31.7

そ の 差 oC 4.9

屋外温度 oC 3.0

屋外温度 % 70

室内温度 oC 23.4

室内湿度 % 57

気 圧 mmHg761
看 護 用 数 7
椅 子 (%) (64)

1.7 p<0.05

74 p<0.30
23.1 N.S.
58 N.S.

763 N.S.

Eii_Z1

3
03′_＼

pく0.30

といった動作を伴い,さらに洗髪体位による頚

部への負担からみて,体重が代謝に影響を及ぼ

している度合は大きいと考えられる｡

もっと著明な差を認めた項目は,体表面積で

あり (p<0.05),同じくそれを酸素必要量に換

算した B.M.(p<0.05)とである｡本来,身長･

体重と並んで,体表面積などはエネルギー代謝

に影響する要因4'として,あげられているのは

周知のことである｡ 人体の放熱の90%は体表に

よると考えれば4', 本実験の洗髪は厳寒期に,

23-24oCの室内環境下で,40-41oC の湯を用

いての頭部の濡れを伴うケアであり,熟の産生

および放散と,体表面積との関連は濃厚である

と推察できる｡

生活状況として,前夜の睡眠時間 ･起床時刻

･朝食後経過時間 ･朝食内容 ･登校に要 した時

間 ･登校方法および起床後の活動内容などに対

する調査を行った｡ここでは,睡眠時間 ･食後

の時間 ･登枚に要 した時間などを検討項目とし

た｡

睡眠時問において,両群問に約0.7時間の差

があり,その有意性は p<0.20 であるが,睡

眠時間の多い場合の方に代謝が高 く,一見矛盾

した結果を示 している｡だが,これは生体の必

要からの睡眠時間とみるか,或は十分な休養の

ための睡眠とみるかによって,解釈が異なる｡

この結果は実験の方法論に向けての問題提起と

なり,実験前日の活動内容を規制することの必

要性を示 している｡

次に,実験室入室までの食後の経過時間につ

いては,入室が9時･10時および11時に分かれ

ていたため,朝食摂取時刻をまちまちであるが,

両群間に差はみられなかった｡

被験者の登校に要した時間は,両群間でやや

差のある傾向を認めた｡高代謝群では平均約61

分間の所要時間であり,一方の低代謝群は平均

40分間であった｡つまり,この結果も方法論上

の要検討事項であり,微細な生理的変化を実証

していくためには,登校に伴う回復8)が十分に

図れていないということである｡すなわち,看

護ケア直前の筋活動が代謝を高め4), ひいては

妓労につながると考えられ,看護実践上考慮 し

ておかなければならない事実であろう｡

既報9)の結果と同様に,今回の成績も中枢温

(前額部深部温)が高い場合,冬期にもかかわ

らず末栴皮膚温 (母祉)が高い場合,そしてそ

の差の少い場合に,洗髪代謝が高い傾向を示 し

た｡体温はエネルギー代謝の変動因子4) として

位置づけられているが,本実験の被験者は健康

であり,中枢温のバラツキも 36.0-36.9oC の

範甑にすぎない｡しかし,中枢温約 1oC の個

体差がある中で,洗髪時に一定の温湯を用いて,

同一室内環境下の実験であるが,高代謝群の方

に中枢温平均が高い傾向を示した｡この結果か

ら,正常域10)ながら高い中枢温と湯温並びに環

境温との温度差が,洗髪代謝に影響を及ぼす可

能性が考えられる｡

そこで,琵境条件を単独で両群間比較をして

みたが,室内条件としての温度 ･湿度ともに,

同一還境を設定 しているために,当然のことに

有意差は認められない ｡ 気圧は自然条件下のま

まであったが,全 く差はみられなかった｡一方,
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それぞれ実験を行った日の屋外平均温度 (午前

9時気象台発表による)を調べると,高代謝群に

含まれる被験者の場合の屋外平均温度は 3.OoC

であるのに対 して, 低代謝群の場合は平均1.7

oCで,両群問の屋外平均温度に著明な差を認め

た｡これは前述の末梢皮膚温と関連があると考

えられるが,低代謝群は外気温の低温に対して,

表層血管の緊張性をつよく把持して,皮膚温を

低下させ,体温の恒常性を維持している11'とい

えよう｡

最後に,第 1報とは逆に,両群別に看護用洗

髪椅子使用の例数をみると,高代謝群には11例

中7例,低代謝群の方には10例中3例と,やや

前者に使用例の多い傾向がみられた(p<0･30)｡

角度をかえてみても,洗髪椅子の違いは,軽微

ながらも代謝に影響を及ぼす1つの因子である

と考えてよい｡

以上,両代謝群別に,汰

髪代謝に影響を及ぼしてい

る,いくつかの因子を明ら

かにした｡ しかし,洗髪椅

子の選定を除 く,これらの

要因は具体的に看護として,

どのように介入 し,操作し

ていけるかに結びつくもの

ではなく,実験上の条件設

定ならびに看護援助時に,

留意すべき関連要因として

位置づけられよう12)｡

3. 安楽感或は疲労感と代

謝との関係

洗髪による負荷の程度を,

02 消費量 ･呼気量 ･呼吸

数 ･心拍数などの増減によ

って,客観的に評価しよう

と試みてきているが3,13),

臨床上は安楽感あるいは渡

労感としての訴えが大切な

指標となる｡しかし,感じ

はあくまでも自覚から出発

しており,必らずLも事実

よくねむれない

実 不 爽 快

験 倦 怠 感

前
違 和 感

健康感悪い

気持よくない

気になる

不自然体位

実 リラックスできない

人が気になる

験 呼吸慣れない

中
痛いところあり

考えごとあり

冷たい寒い感

熱い暑い感

気分悪い

気持よくならない

実 だ る い

ぎこちない

ね む け

つかれた

としての現象と平行するとはかぎらない｡そこ

で,両代謝群別に,質問紙で問題方向 (疲労感

･苦痛感)5)に回答 した率を把握 し, その自覚

感と洗髪代謝との関連を検討してみる｡

図2は質問紙の4次元21項目に対して,問題

方向に回答 した者をパーセントで比較したもの

である｡この4次元は,洗髪実験直前に身体的

な徴症状の有無を尋ねたもの (何らかの身体的

異常があった場合は実験を行っていない),そし

て実験中に精神的 ･心理的に気になったこと,

および実験中に身体的な問題と感じた点,最後

に洗髪実験終了後に身体的 ･気分的にどのよう

な状態であるかなどの質問内容で構成されてい

る｡

次元別に両群を比較 してみると,洗髪実験に

入る前に,高代謝群は問題方向の回答量が多い

傾向にあることがわかる｡特に,何となく爽快

20 40 60 80

(/IJIJluiJJiZLulfl.JI-E州 脚日脚 州 HJJfflllJtt
lL"lllll州")州川mI川l洲lll川

廿

‖lllHmIHMllI

日日日日日日

lHH日日lMl

Hll州 日脚lHlMIHllIIHrMrMf日日Il+

日日llH日日llH川I

日日=HllM

**:pく0.Or
拝 :p<0.日)
廿 :p く0.20
十:PくO｡30

川="Ill:高代謝群

:低代謝群

図2 代 謝 群 別,問 題 方 向 回 答 率
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さがない･倦怠感があることなどが差に結びつ

いている｡本年度の被験者は健康者であり,す

でに風邪をひいたり･発熱を自覚 した時には実

験中止としており,あくまでも何となくの程度

のものである｡このことは,看護援助実践前に,

微症状的であったとしても,その訴えを注意深

く聴き,冬期洗髪時の判断基準の指標としてい

く必要性を示唆している｡

実験中の精神的 ･心理的な要素は,両群問に

大差はなく,代謝との関係が少ないようである｡

これは沼尻4)が述べているように,精神作用は

若干でも筋活動との関連において代謝の冗進が

認められるが,それ以外は関連がないといって

いるのと同じ結果である｡

一方,洗髪実験中に呼吸がしにくい･どこか

痛い部分があった ･冷たいと感じた ･寒いと感

じたなどといった回答をした人が,次元全体と

して有意に (p<0.01)高代謝群に多かった｡特

に,冷たい ･寒いと感 じた回答の仕方に,両群

間で大きい開きがみられ (p<0.01),洗髪代謝

に関与する大きな因子になっていると判断でき

る｡また,この次元全体の内容は,問題方向の

ものはケア改善に直接的につながるものとして

受けとめることができる｡実験上は条件設定と

して最大公約数的に手順を決めているため,場

合によっては個別性を無視している｡すなわち,

半坐位洗髪時は頚部を含めた苦痛のない体位の

安定に,かなり個別的な配慮を必要としている｡

また,冷たい･寒いに関しては冬期の洗髪とい

う点でも,貰境条件や術者の手の温度,そして

湯の影響による頭部-の冷感など-の,個別的

な調整や工夫がいることを物語っている｡

なお,実験後の状態を尋ねた質問には,両群

間に大差はみられなかった｡

4. 有意性を認めた項目間の相関

表5は前項で両群間に差がある,および差の

ある傾向 (p<0.10以下)を示した分析項目の

みをとりあげ,それぞれの相互関係を知る目的

で掲げたものである｡

これをみると,体重 ･体表面積および B.M.

は臥床安静代謝 ･椅坐安静代謝および洗髪代謝

と全体的に関係 (r-0.663-0.839,p<0.01)し

ており,臥床時にすでに高い値を示すものは,

当然に洗髪代謝も高い値となるという結果であ

る｡そして,それが中枢温にも強く関連してい

る｡すなわち,体重 ･体表面積 ･B.M.と中枢

表5 選 択 した 因 子 問 の 相 関 係 数

竪静代雷雲静代蓋洗髪代謝 RIM･R･体 重 休表面積 BIM･ 中枢温 芽最 悪 不爽快 芽展 墓

要静代憲 io･917**
洗髪代謝 弓0.916**0.813**

良.M.良.

体 重

体表面積

B. M.

0.334 0.218 0.661**

0.750**0.668**0.764**0.421‡

0.741**0.663**0.837** 0.147 0.834**

0.750**0.671**0.839**0.572**0.852**0.997**

中枢 温 0.328 0.282 0.563**0.702**0.568**0.557**0.550**

芽巌 髭 io･357 0･238 0･379# 0･568**0･123 01231 0･225 0･282

不 爽 快 0.460* 0.446* 0.544* 0.515* 0.350 0.357 0.365 0.230 0.890**

慧禦 ;:.･32;;♯ :.1…63… :.･;;;8. :.･…;38 Z.･;34.0 .0.･…30: .0.･…三52 .0.･4380.7* .0.･;;三 .0.･33: 0.｡8｡*

**:p<0.01, *:p<0.05,#:p<0.10
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温は直接的な相関 (r-0.550-0.568,p<0.01)

があるが,中枢温が高いから臥床安静代謝およ

び椅坐安静代謝が高いということではない(r-

0.232-0.328,N.S.)｡ しかし,それでも洗髪代

謝およびR.M.氏.になると,再び強い相関関係

(r-0.563-0.702,p<0.01)をもつに至ってい

る｡

要するに,被験者の属性条件は全ての代謝を

高める要因になっているが,中枢温は冬期とい

う条件から発生する因子がそこに加わって,洗

髪時のみに代謝を高めているといえる｡

また,ケア中に寒い ･冷たいという感じを持

った度合と洗髪代謝量との相関 (r-0.451,pく

0.05)は高いが,さらに2-7分日間のみ代謝

量との相関は r-0.582,p<0.01と高くなり,

冬期洗髪時の特性といえるであろう｡ 言葉をか

えれば,冬期洗髪時に代謝を高める1つの因子

であるといえる｡

洗髪実験前の微症状的な訴え全数と代謝量と

の関係をみると,その訴えは安静代謝に影響を

及ぼしていない (r-0.210-0.238,N.S･)｡しか

し,洗髪代謝との関係は r-0.379,p<0･10程

度であるが,R.M.R.とではr-0.568,p<0･01

と相関が高い｡しかし,ケア前に何となく不爽

快を自覚する者は,洗髪時のみならず,全代謝

に影響を及ぼしている｡

筋活動や睡眠時間なども関係 している｡また,

中枢温は冬期の洗髪ということで,環境や湯温

とのつながりで重要な因子と考えられる｡

3) 洗髪椅子の違いは,軽微ながらも,代謝

に影響を及ぼしていることが,本検討方法から

も推測できた｡

4) 洗髪前に,何となく爽快さがない｡倦怠

感があるといった,微症状的な訴えがある場合,

冬期洗髪の代謝をより高めているといえる｡

5) 洗髪中に,冷たい ･寒いと感じた人が両

代謝群で特に目立ち,洗髪代謝に大きく関与し

ている因子であると判断できる｡

6) 以上の因子間の相関関係結果を看護実践

の立場から述べると,発熱という段階に至らな

いレベルの体温であっても,普段の体温との差

に着目し,また,洗髪前の 『今日何となく気分

がよくない』などの訴えをも,大事な情報とし

て扱かっていかねばならない｡そして,冬期洗

髪時は,微細な寒冷を感じさせない個別的な配

慮,すなわち,琵境条件や援助者の手の温度,

そして湯による頭部冷感など-の,対策の必要

性を示 している｡

要 約

第 1報に引き続いて,より安楽な洗髪援助の

ために,何に着目して,何を改善すればよいか

を知ることを目的として,洗髪代謝を高めてい

る要因を明らかにすることの検討を行った｡以

下に,その結果を要約する｡

1) 洗髪高代謝群の特性は,本来,生体側に

代謝を高める因子があり,安静代謝にも影響を

及ぼしている｡だが,高代謝群は洗髪時に他の

因子,すなわち,冬期環境下での頭皮や毛髪の

濡れが作用し,R.M.R.や代謝係数などの労作

強度を高めていると推測された｡

2) 生体側の因子としては,当然のことに,

体重や体表面積があげられ,さらに洗髪直前の
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